


































































































































































































































































































































とともに実用的光電管 光電光度計および

テスラ変圧器を製作.大気の伝導性は放射

性物質・により発生するイオンによること

を見出した.

オッペンハイマー，ジョン

John Robert Oppenheimer (1904-1967) 

アメリカの物理学者. 1942年にマンハッタ

ン計画・(原子爆弾製造計画)に参加し，ロ

ス・アラモス研究所長として世界で初めて

の原子爆弾・を完成. 1953年マッカシーズ

ムの影響により公職から追放された.

音在清輝 (1918-1999)

大阪大学教授.核化学・の研究および電子

遷移による原子核励起 (NuclearExcitation 

by Electron Transition， NEET)の研究で放射

化学・の発展に貢献した.

ガイテル，ハンス

Hans Friedrich Geitel (1855-1923) 

ドイツの物理学者.エルスター(1.Els回)

と協力してアルカリ金属を用いた光電池.

光度計およびテスラ変圧器を発明.気体の

電気伝導度やイオン化について研究.

ガモフ，ジョージ

George Gamow (1904-1968) 

ウクライナ→アメリカの物理学者.原子

核・の崩壊に量子力学を適用し，経験則で

あるガイガー.ヌッタル則・を説明. 1948 

年に天体の構造や元素・の起源について

ビッグバン・理論を「αsy論文」に発表.

木村健二郎 (1896・1988)

東京大学教授. 1935年ごろから本邦産岩

石，鉱物，天然水とくに鉱泉水と広範囲な

天然放射能の研究を行った 1936年に理

化学研究所の仁科芳雄と協力して，サイク

ロトロンを使用し原子核反応・を研究.ウ

ランの新核種(却U)を発見し.r対称核分

裂・」の存在を提唱.広島，長崎の爆弾が

原子爆弾・であることを確認.

キュリー，ピエール

Pierre Curie (1859-1906) 

フランスの物理学者.マリー・キュリーの

夫. 1880年に圧電効果 (piezoelectricity)を

発見.この効果を用いて小さな電流を測定

するための電位計を考案し，放射能測定・

に応用した. 1986年に新元素ラジウムと

ポロニウムを発見. 1903年ノーベル物理

学賞.

キュリー，マリー

Marie Sklodwska Curie (1867・1934)

ポーランド→フランスの物理学者・化学

者. 1898年にビスマスと化学的に類似性

があるポロニウムとバリウム成分に伴う

放射性元素のラジウムを発見した. 1898 

年から 1902年まで.5トンの鉱石残漬か

ら純粋なラジウム0.1グラムを分離し，原

子量・を225と決定した. 1903年ノーベル

物理学賞. 1911年ノーベル化学賞.

黒田和夫

Paul Kazuo Kuroda (1917-2001) 

日本→アメリカの化学者. 1956年に天然

原子炉を予言し，ガボン共和国のオクロ鉱

山で 17億年前に核分裂連鎖反応・が起き

たことを実証した.また，太陽系初期にお

ける消滅核種 224pUの存在の証明など.放

射性核種・の地球化学・宇宙化学に貢献し

た.

ゲルマン，マレー

Murray Gell-Mann (1929・)

アメリカの物理学者. 1954年素粒子・の強

い相互作用に新しい保存量を発見し，スト

レンジネスと名付けた.クオーク・(Quark)

の概念や量子色力学(QCD)の発展に貢献.

1969年ノーベル物理学賞.
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小柴昌俊 (192ι)

東京大学教授. 1986年にカミオカンデで

超新星・爆発により発生したニュートリノ・

を検出.2002年ノーベル物理学賞.

コッククロフト，ジョン

John Douglas Cockcroft (1897・1967)

イギリスの物理学者. 1932年にコックク

ロフト.ウォルトン加速器・を用い高電圧

で加速した陽子・をリチウムに照射し，原

子核変換に初めて成功. 1951年ノーベル

物理学賞.

コンプトン，アーサー

Arthur H叫句，Compton(1892-1962) 

アメリカの物理学者.1923年に物質によっ

て散乱・された X線・の中に入射X線の波

長より長いものが含まれている現象(コン

プトン効果つを発見.量子論の新展開を

導く. 1927年ノーベル物理学賞.

斉藤信房 (1916・)

東京大学教授.同位体化学二特に反跳化

学および同位体分離¥放射性元素・の地

球化学の研究で放射化学・の発展に貢献し

た. 1957年に第 l回放射化学討論会を東

京で開催した.

阪上正信 (1921・2002)

金沢大学教授.放射化学・・核地球化学の

分野で先導的かつ広範な研究を展開し，放

射化学の発展に貢献した.また，化学史や

化学教育なと、の教育活動を精力的に行っ

た.

塩川孝信 (1917・1995)

東北大学教授. 1954年に第五福竜丸の「ビ

キニの灰」の調査研究に従事，放射性核

種・の分離，反跳化学の研究で放射化学・

の発展に貢献した.

シーポーグ，グレン

Glenn Theodore Seaborg (1912-1999) 

アメリカの化学者. 1940年に 94番元素プ

ルトニウムを発見し，単離して化学的性質

を解明した.超ウラン元素 (95，96， 97， 98， 

99， 100， 101， 102番)を発見し，希土類元

素との化学的類似性を明らかにした. 1951 

年ノーベル化学賞.

シュトラスマン，フリッツ

Fritz Strassmann (1902-1980) 

ドイツの化学者. 1938年にハーン (0.

Ha加)と共に原子核分裂を実証する実験を

最初に行った.

ジョリオ・キュリー，イレーヌ

Irene Joliot-Curie (1897-1956) 

フランスの物理学者.ピエールとマリー・

キュリ一夫妻の長女. 1934年に人工放射

能を発見.フレデリック・ジョリオ (F.

Joliot)と共同でホウ素，マグネシウムおよ

びアルミニウムに放射性同位体・からの速

いα粒子・を照射して人工的に放射性の窒

素，ケイ素およびリンを生成. 1935年夫

フレデリックと共にノーベル化学賞.

ジョリオ・キューリー，フレデリック

Jean Frederick Joliot-Curie (1900-1958) 

フランスの物理学者. 1934年にホウ素，

マグネシウムおよびアルミニウムに速いα

粒子・を照射して人工的に窒素.ケイ素.

リンの放射性同位体・を生成. 1935年に妻

イレーヌと共にノーベル化学賞.

セグレ，エミリオ

Emilio Gino Segrを(1905・1989)

イタリア→アメリカの物理学者. 1939 

年にモリブデンに重水素を照射してテ

クネチウムを人工的に生成. 1940年に

ビスマスに α線.を照射してアスタチン

を生成. 1955年にチェンバレン (Owen
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Chamberlain)と共同で陽子・を銅に照射

して反陽子.を発見.チェンバレンと共に

1959年ノーベル物理学賞.

ソディー，フレデリック

Frederick Soddy (1877・1966)

イギリスの化学者.1901年にラジウム塩

からヘリウムが生成することから，放射性

同位体・は一連の壊変過程を経て別の元素・

に変換していくことの確証を得た.rアイ
ソトープ(同位元素)Jの名称を提案.rソ
ディ.ファヤンスの法則」の発見.1921 

年ノーベル化学賞.

チェレンコフ，パーヴエル

Pavel A1ekseyevich Cherenkov (1904・1990)

ロシアの物理学者. 1934年に高速の電子・

が水の中を走るとき 青白い光を発する

ことを発見した.その後，フランク(1.M. 

Frank)とタム(1.E.百mm)によりその発

生原理が解明され チェレンコフ効果・と

名付けられた.この3名は 1958年ノーベ

ル物理学賞.

チャドウィク，シン

Sin James Chadwick (1891・1974)

イギリスの物理学者.1932年に中性子・を

発見.α粒子・による原子核反応・で発生

するエネルギーの大きな放射線・が Beの

板を通過する際に高エネルギー陽子が放出

される実験から，原子核内からの中性子放

出との確証を得た. 1935年ノーベル物理

学賞.

ディラック，ポール

Paul Adrien Maurice Dirac (1902・1984)

イギリスの理論物理学者.1928年に電子・

に対する相対論的波動方程式(ディラック

方程式)を発表.1930年にこの方程式に電

子のエネルギーが負になる解もあることか

ら空孔理論を発表し.反粒子の存在を予

言した.電子の反粒子である陽電子・(ポ

ジトロン・)が 1932年アンダーソン(c.D. 

Anderson)によって宇宙線・中に発見され

た.1933年ノーベル物理学賞.

寺田寅彦 (1878・1935)

東京帝国大学教授. ドイツに留学した前後

の1905年にアインシュタインが「特殊相

対性理論」を， 1913年にはボーアが「原

子構造の量子論」を発表した時期に， X線・
を使って結晶のラウエ斑点の写真の研究を

始め，日本における原子物理学研究の先駆

けとなった.

トムソン，ジョセフ

Joseph John Thomson (1856-1940) 

イギリスの物理学者. 1897年に電子・を発

見.除極線粒子の電荷 (e)と質量 (m)の

比の値を測定し，陰極線粒子の質量は水素

原子の質量の約 111000であることを示し

た.この粒子は後に電子と呼ばれた. 1906 

年ノーベル物理学賞.

朝永娠一郎 (1906-1979)

東京教育大学教授. 1941年に新たな量子

電磁気学を展開し，従来の理論と事実との

矛盾を「繰り込み理論」によって解決した.

湯川秀樹の創刊したProgressin Theoretical 

Physicsに発表.1965年ノーベル物理学賞.

長岡半太郎 (1865・1950)

東京帝国大学教授.大阪帝国大学初代総

長.1903年に発表した土星型原子模型は

原子物理学の発展に貢献した.磁気歪の研

究から始まって原子論，地球物理学，弾性

論，流体力学，電磁気学，光学などの分野

を研究.

仁科芳雄 (1890・1951)

理化学研究所長.1937年に磁石の重量23

トンの日本最初のサイクロトロンを完成.
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1944年に磁石の重さ 200トンのサイクロト

ロンにより高エネルギーの重陽子ビームを

得る.サイクロトロンから二次的に得られ

る中性子・を，ウラン. トリウムに照射し

て得られる人工放射能に関する研究.ウィ

ルソン霧箱による宇宙線・中の中間子・の

発見とその質量の測定.1946年文化勲章.

/'¥ークラ，チャーJレス

Charles Glover 8arkla (1877-1944) 

イギリスの物理学者. 1907年に特性X線・

を発見.1917年ノーベル物理学賞.

ハーン，オットー

Otto Hahn (1879-1968) 

ドイツの化学者. 1917年にプロトアクチ

ニウムを発見.1921年に核異性体・を発見.

1938年にウランを遅速中性子で照射し，

核分裂・の現象を発見.1944年ノーベル化

学賞.

バン・デ・グラーフ，ロパート

Robert Jemison van de Graff (1901・1967)

アメリカの物理学者.1931年に絶縁した

布のベルトによって電荷を中空の球に運

び，球の外部表面にためる 8万ボルトの静

電型高圧発生装置を開発.粒子加速器を使

用するための起電機も開発.

ファヤンス，カシミール

Kasimir Fajians (1887-1975) 

ポーランド→アメリカの化学者. 1913年
に原子・はα粒子・を放出して原子番号・

が2.質量数・が4だけ減少した別の原子

(核種つになる.。粒子の放出では質量数

は不変で原子番号が lだけ増加するという

「ファヤンスの法則」を発表.

フx.Jレミ，エンリコ

Enrico Fenni (1901・1954)

イタリア→アメリカの物理学者.1934年に

P崩嬢の理論を立てた.1938年にアメリカ
に渡り.1942年にシカゴ大学構内に初めて

「原子炉つを建設し，試運転に成功.中性

子・の減速材・として黒鉛を，核分裂物質と

して濃縮ウラン・を使用し，遅い中性子に

よる核分裂・が特に顕著であることを見出

した 1938年ノーベル物理学賞.

プランク，マックス

Max Karl Ernst Ludwig Planck(1858・1947)

ドイツの物理学者. 1900年に物体の熱放

射スペクトルを説明するために，電磁的振

動子のエネルギーと振動数の聞に成り立

つ関係式E=nhr1..hは比例定数，υは振動数，

n = 1，2 ，3，4……)を仮定.エネルギーの
不連続性を表す「基本的な作用量子Jの概
念を初めて導入した.hはプランク定数・

と呼ばれる.1918年ノーベル物理学賞.

ヘヴェシー，ゲオルグ

Georg Carles VOD Hevesy (1885-1966) 

ハンガリー→スウェーデ‘ンの化学者.1911 

年，鉛の試料からラジウムD(2IOPb)を分

離.鉛やビスマスの放射性同位体・をトレー

サー・として，これらの金属イオンの難溶

性沈殿の溶解度を測定.初めて生体トレー

サーとして2I2Pbを使用.1943年ノーベル

化学賞.

ヘス，ビクトル

Victor Francis Hess (1883-1964) 

オーストリア→ロシア→アメリカの物理学

者. 1911年から，放射線測定器を積んだ

気球を上げ放射線・の観測を行った.海抜

約五千メートル上空で零メートルの地点よ

り4倍の放射線が昼夜を間わず存在するこ

とを発見し，地球外から由来するものとし

た.ミリカン (R.A. Mi1ikan)は，これを

宇宙線・と呼んだ.1936年ノーベル物理学

賞.
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ベックレル，アンリ

Antoine Henri Becquerel (1852-1908) 

フランスの物理学者. 1896年に蛍光物質

で、ある硫酸ウラニルカリウムの結晶による

写真乾板の感光から放射線・を発見.この

ウラン化合物から放出される放射線をベッ

クレル線と命名. 1903年ノーベル物理学

賞.

ベーテ，ハンス

Hans Albrecht Bethe (1906-2005) 

ドイツ→アメリカの物理学者. 1938年に

太陽熱源の原子核反応説で恒星のエネル

ギ一発生源を説明.炭素サイクル(あるい

はCNOサイクル)を提案.このサイクル
は水素原子核と炭素・12原子核から始まり

6段階を経る. 1967年ノーベル物理学賞.

ポーア，ニールス

Niels Henrick David Bohr (1885・1962)

デンマークの物理学者. 1913年に電子・の

「定常状態」軌道の存在を提唱.電子が特

定の角運動量h/2π，2h/2π，3h/21C... (hはプ

ランク定数つをもっ軌道に存在すると仮

定し，軌道電子・のエネルギー(EpE2' E)…) 

を計算.原子・から放出あるいは原子に吸

収される光のエネルギーは電子軌道閤の

エネルギー差に相当するとして，水素原

子の線スペクトルを説明.1936年に原子核・

の液滴模型・に基礎をおく複合核・や核分

裂・の理論を発表. 1922年ノーベル物理学

賞.

ポース，サチエンドラ

Satyendra Nath Bose (1894-1974) 

インドの物理学者. 1924年にアインシュ

タインに送った，プランクの放射法則と光

量子仮説に関する論文の中に含まれる統

計法(ボース統計)が高く評価され，ボー

ス.アインシュタイン凝縮などに発展した.

マイトナー， リーゼ

Lise Meitner (1878・1968)

オーストリア→スウェーデンの物理学者.

1918年プロトアクチニウムを発見. 1935 

年にハーン (0.Hahn)と共同で，ウランに

中性子・を照射して核変換・を研究.ウラ

ンの原子核・が中性子を吸収し，不安定に

なった核がほぼ等しい大きさの原子核に分

裂し.この際2ないし 3個の中性子が放出

されることを明らかにした.この現象を核

分裂・と命名.

マクミラン，エドウィン

Edwin Mattison McMilIan (1907・1991)

アメリカの物理学者.1940年に 93番元素

ネプッニウムを発見. 1954年に位相安定

の理論で高エネルギー加速器シンクロトロ

ンの操作に貢献.1951年にシーボーグ (G.

T. Seaborg)と共同でプルトニウムを発見.

1951年ノーベル化学賞.

三宅泰雄 (1908・1990)

東京教育大学教授.標準海水委員会を設置

して標準海水の圏内需要を満たし，わが国

の海洋研究に貢献した. 1954年のビキニ

事件以来，大気と海洋の放射能汚染の調査

研究は国際的にも高く評価された. 1973 

年に(財)第五福竜丸平和協会を設立し，

都立第五福竜丸展示館の館長を務めた.

メスバウアー，ルドルフ

Rudolf Ludwig Mossbauer (1929・)

ドイツの物理学者. 1953年以来取り組ん

だ 191Irを用いる実験により無反跳ガンマ

線共鳴吸収現象を発見し，理論的に解明し

た.この現象はメスパウアー効果・と呼ば

れる. 1961年ノーベル物理学賞.

メンデレーエフ， ドミトリ

Dmitri Ivanovichi Mendeleev (1834・1907)

ロシアの化学者. 1869年に 63種の元素・
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を原子量・の順に並べた元素の周期表・を

発表.類似の元素を縦に並べ，空所を3箇

所設けて未知の元素とし，その物理，化学

的性質を予言.その後，その空所に当ては

まる元素Ga，Sc， Geが発見され，周期律の

考えが確かめられた.

山田延男 (1896・1927)

東京帝国大学助教授. 1923年にパリのラ

ジウム研究所に留学し マリー・キュリー

(M. Curie)の指導を受けてポロニウム，ラ

ジウム， トリウムなどから放出されるα線・

の飛程・について研究した.放射線障害・

により 31歳で他界したが，わが国の放射

化学・の先達の I人で、あった.

ヤン，チェンニン

Chen-Ning Yang 楊振寧 (1922・)

中国→アメリカの理論物理学者. 1956年

にリー(T.-O.Lee)とともに素粒子・の弱い

相互作用においてはパリティ・が保存しな

いという理論を提出. 1957年ノーベル物

理学賞.

湯川需樹 (1907・1981)

京都大学教授. 1934年に日本数学物理学

会で中間子・ (π粒子)仮説を発表. 1937 

年にアンダーソン (C.O. Andrson)が宇宙

線・の飛跡の中に中間子(μ粒子)の発見し，

中間子の存在が実証された. 1946年に欧

文誌Progressof Theoretical Physicsを創刊

した. 1949年ノーベル物理学賞.

ラザフォード，アーネスト

Ernest Ruthenord， Lord ofNelson (1871・1937)
ニュージーランド→イギリスの物理学

者. 1898年にウランから放出される放射

線・は α線.と p線=と発表. 1902年にソ
ディ (F.Soddy)と共に原子崩壊説を立て，

1910年に α線はヘリウム原子核であるこ

と. 1911年に局在した原子核・を中心に電

子・が分布する原子モデルを発表. 1919年

に放射性元素から放出される α線をチッ

素原子に照射して人工的核変換を初めて

行った. 1908年ノーベル化学賞.

リー，チュンタオ

Tsung-Dao Lee 李政道 (1926・)

中国→アメリカの理論物理学者. 1956年

ヤン (C.・N.Yang)とともに素粒子・の弱い

相互作用においてはパリティ・が保存し

ないという理論を提出. 1957年ノーベル

物理学賞.

リー，ユアン

Yuan Tseh Lee 李遠哲 (1936・)

台湾→アメリカの化学者.ハーバード大学

のハーシュパック (0.R. Herschbach)の

研究室で分子線交差法に質量分析器を加え

て高性能化し，非アルカリ中性ビームの実

験に成功.ホットアトム・化学にも関心を

寄せた. 1986年にハーシュバックおよび

ポラーニ (J.C. Polanyi)と共に「化学反応

素過程の動力学的研究の寄与」でノーベル

化学賞を受賞. 1994年に台湾に戻り，ア

カデミアシニカの総裁に就任.

リビー，ウィラード

WiIlard Frank Libby (1908・1980)

アメリカの化学者. 1947年に高感度のR
線・測定器を開発し 放射性炭素による年

代測定・法を発表.約7万年までの試料の

年代測定ができ，地質学，考古学などの分

野の発展に貢献. 1960年ノーベル化学賞.

レナルト，フィリップ

Philip Eduard Anton Lenard (1862・1947)

スロヴ、エニア→ドイツの物理学者.クルッ

クス管から出る除極線の性質，金属薄膜の

透過，空気中における飛程¥空気の荷電

などを研究.X線・の発見の途を開いた.

1905年ノーベル物理学賞.
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レントゲン，ウィルヘルム

Wilhelm Conrad Rontgen (1845・1823)

ドイツの物理学者. 1895年にクルックス

管を用いて真空放電を研究している際に.

近くにあった蛍光物質(白金シアン化バリ

ウム板)が輝いていることに気づく.この

線が黒紙や木片，筋肉を透過することを

発見し， X線・(レントゲン線)と命名.
1901年最初のノーベル物理学賞.

ローランド，フランク

Frank Scher、;yoodRowland (1927-) 

アメリカの化学者. トリチウムやハロゲン

の反跳化学で顕著な功績を残し放射化学・

界をリードした.1995年オランダのクルッ

ツェン (P.J. Crutzen)およびアメリカのモ

リナ (M.J. Molina)と共に「オゾンの形成

と分解に関する大気化学的研究」でノーベ

ル化学賞.

ローレンス，アーネスト

Ernest Orlando Lawrence (1901-1958) 

アメリカの物理学者. 1930年にリビング

ストン (M.S. Livingston)と共に垂直磁場

と二つのD(ディー)の聞の高周波電場に

よって荷電粒子・を加速する円形の新型加

速器(サイクロトロン)を考案. 1931年に

直径4インチの最初の装置で， 1.3万電子

ボルトの陽子加速に成功.その後次々と改

良を加え， 1939年には 60インチのサイク

ロトロンをっくり核物理学の発展に貢献し

た. 1939年ノーベル物理学賞.
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付録3 よく使われる略記号

注)まだ一般化されていない語も含まれています.それらの使用に当たっては，原語を併

記するなどの配慮が必要です.

[団体等]

ACS; American Chemical Society米国化学会

AIST; National Institute of Advanced Industrial Science and Technology (独)産業技

術総合研究所

AEC; Atomic Energy Commission原子力委員会

AECL; Atomic Energy ofCanada Limitedカナダ原子力公社

ANL; Argonne National Laboratoryアルゴンヌ国立研究所(米国)

APSORC; Asia-Pacific Symposium on Radiochemistryアジア・太平洋放射化学・シ

ンポジウム

ASTM; American Society for Testing and Materials米国検査・物質協会

BNFL; British Nuclear Fuels Limited英国核燃料会社

BNL; Broo凶avenNational Laboratory ブルックヘブン国立研究所(米国)

CEA; Commissariat a I'Energie Atomique原子力庁(仏国)

CERN; European Organization for Nuclear Research欧州原子核研究機構

CSJ; The Chemical Society of Japan日本化学会

CRIEPI; Central Research Institute of Electric Power Industry (財)電力中央研究所

CTBTO; Comp問hensiveNuclear-Test-Ban Treaty Organization包括的核実験禁止条

約機構

DOE; US Department ofEnergy米国エネルギー省

EPA; US Environmental Protection Agency米国環境保護局

EP則;Electric Power Research Institute電力研究所(米国)

EU; European Union欧州連合

EURATOM; European Atomic Ene屯yCommunity欧州原子力共同体(ユーラトム)

FAO; Food and Agriculture Organization国連食糧農業機関

FZJ; Forschungszentrum Julichユーリッヒ研究センター(ドイツ)

FZK; Forschungszentrum Karlsruheカールスルーエ研究センター(ドイツ)

GSI; Gesellshaft向rSchwerionenforshung mbH重イオン研究所(ドイツ)

IAEA; International Atomic Ene唱yAgency国際原子力機関

IC貯;International Commission on Radiation Protection国際放射線防護委員会

ICRR; Institute for Cosmic Ray Research神岡宇宙素粒子研究施設(東京大学宇宙

研究所)

ICRU; International Commission on Radiation Units and Measurements， Inc.国際放

射線単位測定委員会

IEA; International Energy Agency国際エネルギー機関 (OECD)

lNEL; Idaho National Engineering Laboratoryアイダホ国立工学研究所(米国)
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INIS; Intemational Nuclear Information System国際原子力情報システム (IAEA)

IPSN; Institut de Protection et de Surete Nucleaireフランス原子力庁原子力安全防

護研究所

I即~; Intemational Radiation Protection Association国際放射線防護学会

IRSN; French Institute for Radiological Protection and Nuclear Safetyフランス放射

線防護・原子力安全研究所

ITU; Insti加tefor Transuranium Elements EU超ウラン元素研究所

IUPAB; Intemational Union ofPure and Applied Biophysics国際純正および応用生

物物理学連合

IUPAC; Intemational Union of Pure and Applied Chemis町国際純正および応用化

学連合

IUPAP; Intemational Union ofPure and Applied Physics国際純正および応用物理学

連合

IUR; Intemational Union of Radioecology国際放射生態学連合

JAEA; Japan Atomic Energy Agency (独)日本原子力研究開発機構

JlNR; Joint Institute for Nuclear Research合同原子核研究所(ロシア)

JPS; The Physical Society of Japan日本物理学会

JRNS; Japan Radiochemical Nuclear Sciences日本放射化学会

JSRC; Japanese Society ofRadiation Chemistry日本放射線化学会

JST; Japan Science and Technology Agency (独)科学技術振興機構

KAE悶;Korean Atomic Energy Research Institute韓国原子力研究所

阻止 High Energy Accelerator Research Organization大学共同利用機関法人高エ

ネルギー加速器研究機構

LANL; Los Alamos National Laboratoryロスアラモス国立研究所(米国)

LBNL; Lawrence Berkeley National Laboratoryローレンスパークレー国立研究所

(米国)

LLNL; Lawrence Livermore National Laboratoryローレンスリバモア国立研究所

(米国)

MIT; Massachusetts Institute ofTechnologyマサチューセッツ工科大学(米国)

MEL; IAEA Marine Environment Laboratory Monacoモナコ海洋環境研究所(IAEA)

METI; Ministry of Economy， Trade and Industry経済産業省

MEXT; Ministry of Education， Culture， Sporω， Science and Technology文部科学省

NEA; Nuclear Energy Agency原子力機関 (OECD)

NIES; National Institute for Environmental Studies (独)国立環境研究所

NIM; National Institute for Materials Science (独)物質・材料研究機構

NIRS; National Institute ofRadiological Science (独)放射線医学総合研究所

NIST; US National Institute of Standard and Technology国立標準技術研究所(米国)

NRC; National Research Council米国学術会議

NRPB; National Radiological Protection Board英国放射線防護・局(注:2005年4

月1日より HealthProtection AgencyのRadiationProtection Divisionに改組)
OECD; Organization for Economic Co・operationand Development経済協力開発機構
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ORNL; Oak Ridge National Laboratoryオークリッジ国立研究所(米国)

PNL; Princeton National Laboratoryプリンストン国立研究所(米国)

PSI; Paul Scherrer Instituteポールシエラー研究所(スイス)

悶KEN;(独)理化学研究所

SCJ; Science Council of Japan日本学術会議

SNL; Sandia National Lahoratoriesサンディア国立研究所(米国)

UKAEA; United Kingdom Atomic Ene唱yAuthority英国原子力公社

UNSCEAR; The United Nations Scientific Committee on the Effects of Atomic Radiation 

原子放射線・の影響に関する国連科学委員会

USNRC; United States Nuclear Regulatory Commission米国原子力規制委員会

WHO; World Health Organization世界保健機構(国連)

[施設・設備等]

ABWR; advanced boiling water reactor改良沸騰水型原子炉-

AGR; advanced gas-cooled reactor新型ガス冷却炉

ATR; advanced thermal reactor新型転換炉

AVF cyclotron; azimuthally varying field cyclotron方位磁場制御型サイクロトロン

BWR; boiling waier reactor沸騰水型原子炉・

CANDU; Canadian deuterium uranium問actorカナダ型重水炉

ECCS; eme培encycore cooling system非常用炉心冷却系(発電用原子炉の)

FBR;白stbreeder問actor高速増殖炉

四;fast reactor高速炉

GA悶S;Gas-filled Recoil Separator気体充填型反挑分離装置(理研)

GCFR; gas-cooled fast reactorガス冷却高速炉

HIFER; High Flux Isotope Reactor高フラックス同位体炉 (ORNL)

HILAC; heavy ion linear accelerator重イオン線型加速器

HlMAC; Heavy Ion Medical Accelerator in Chiba重粒子線がん治療装置(放医研)

HTGR; high tempera仰向gas-cooledreactor高温ガス冷却型原子炉

HπR; High Temperature Engineering Test Reactor高温工学試験研究炉 (JAEA)

HWGCR; heavy water moderated gas-cooled問actor重水減速ガス冷却炉

ITER; Intemational Thermonuclear Experimental Reactor国際熱核融合実験炉

JET; Joint European Torusヨーロッパ共同トーラス装置

JMTR; Japan Materials Testing Reactor材料試験炉 (JAEA)

JRR・，3;Japan Research Reactor ・3研究炉・3(JAEA) 

JRR-4; Japan Research Reactor ・4研究炉-4(JAEA) 

J下60;JAERI Tokamak・60臨界プラズマ実験装置 (JAEA)

KAMIOKANDE; Kamioka Nucleon Decay Experiment神岡核子崩壊実験

KamLAND; Kamioka Liquid-scintillator Anti-neutrino Detector神岡液体シンチレーター

反ニュートリノ探知器(東北大)

KENS; Neutron Science Laboratory KEK中性子科学研究施設
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KUR; Kyoto University Research Reactor京都大学研究用原子炉(京大原子炉実

験所)

LLRL; Low Level Radioactivity Laboratory低レベル放射能実験施設(金沢大)

LWR; light water reactor軽水炉

NSRR; Nuclear Safety Research Reactor安全性試験炉 (JAEA)

OUL; Okoya Underground Laboratory尾小屋地下測定施設

PWR; pressurized water reactor加圧水型原子炉

RBMK; R，伺ktoryBolshoi Moshchnosti Kanalynye (ロシア語.英訳high-powerpressure 

tube reactors.高出力圧力管原子炉)黒鉛減速沸騰軽水圧力管型原子炉

RIPS; RIKEN Projectile-fragment Separator理研入射核.生成核分離装置(理研)

RNB; radioactive nuclides beam短寿命核ビーム

SPring8; Super Photon Ring-8大型放射光施設

TIARA; Takasaki Ion Accelerators for Advanced Radiation高崎イオン照射研究施設

(JAEA) 

TRIAC; Tokai Radioactive Ion Accelerator Complex東海放射性核種ビーム加速実

験装置 (JAEA)

[分析法，測定器等]

AAS; atomic absorption spectrometry原子吸光分析法

ADC; analog to digi凶 converterアナログーデジタル変換器

AES; atomic emission spec加 scopy原子発光分光法

AFM; atomic force microscope原子間力顕微鏡

AMS; accelerator mass spectrometry加速器質量分析

BGO; bismuth-germanium oxideビスマスーゲルマニウム酸化物 (Bi
4
Ge
3
0)

CDBS; coincidence Doppler broadening spectroscopy同時計数ドップラ一広がり分

光

CT; computed tomographyコンピュータ解析トモグラフィ一

CVD; chemical v叩ordeposition化学蒸着

CZE; capillary zone electrophoresisキャピラリーゾーン電気泳動

EPMA; electron-probe micro analyzer電子線プローブマイクロアナライザ-

ESCA; electron spectroscopy for chemical analysis X線光電子分光

ESR; electron spin問sonance電子スピン共鳴

EXAFS; extended X ray absorption fine struc仰向 X線吸収広域微細構造

FET; field effect transistor電界効果トランジスター

FE・TEM;field emission-transmission electron microscope電界放出型透過電子顕微鏡

FIA;自ow-injectionanalysisフローインジ、エクシヨン分析

FIM; field ion microscope電界イオン顕微鏡

FT;自ssiontrackフィッショントラック

FT-IR; Fourier transform infrared spectroscopyフーリエ変換赤外分光

FT-NMR; Fourier transform nuclear magnetic reson加 ceフーリエ変換核磁気共鳴
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GC-MS; gas-chromatographic mぉsspec住'Ome町ガスクロマトグラフィー質量分析

GM; Geiger-Muellerガイガー-ミューラー(カウンタ一等)

HPLC; high peげormanceliquid chromatography高速液体クロマトグラフィ-

HR-ICP-MS; high resolution ICP-MS高分解能誘導結合プラズマ質量分析

IC; ion chromatographyイオンクロマトグラフィー

IC-MS; ion-chromatographic mass spectrometryイオンクロマトグラフィー質量分

析

ICP-AES; inductively coupled plasma atomic emission spectroscopy誘導結合プラズマ

発光分光分析

ICP-MS; inductively coupled plasma m部S叩即位'Ometry誘導結合プラズマ質量分析

IDA; isotope dilution analysis同位体希釈分析

ID-MS; isotope dilution mass spectrometry同位体希釈質量分析

INAA; instrumental neutron activation analysis機器中性子放射化分析・

IR; infrared spectroscopy赤外分光

ISOL; isotope separation on-lineオンライン同位体分離(装置)

LC; liquid chromatography液体クロマトグラフィー

LC-MS; liquid chromatographic mass spectrometry液体クロマトグラフィー質量分

析

LEED; low energy electron di町raction低速電子線回折

LFS; laser-induced fluorescence spectroscopyレーザー誘起蛍光分光

LINAC; linear accelerator線型加速器

LIPASまたはLPAS;laser-induced photo acoustic spectro即位yレーザー誘起光音響分光

LSC; liquid scintillation counter液体シンチレーシヨンカウンター

MALDI; matrix assisted 1邸erdeso中tion/ ionizationマトリックス支援レーザー脱離

イオン化

MCA; multi-channel analyzerマルチチャネル波高分析器

MC-ICP-MS; multi-collector ICP-MSマルチコレクター型誘導結合プラズマ質量分析

MEED; moderate energy electron di倍action中速電子線回折

MRI; magnetic resonance imaging磁気共鳴画像

pSR; muon spin rotation， relaxation and resonance ミュ一オンスピン回転，緩和

および共鳴あるいはそれらの総称

MSR; muonium spin rotationミュオニウムスピン回転

NAA; neutron activation analysis中性子放射化分析

NDA; non-destructive analysis非破壊測定(保障措置のための)

NEXAFS; near-edge XAFS吸収端近傍X線吸収微細構造

NMR; nuclear magnetic resonance核磁気共鳴

NMR-CT; nuclear magnetic resonance-computed tomography核磁気共鳴コンビュータ

断層撮影

NQR; nuclear quadrupole resonance核四極共鳴

OSL; optically stimulated luminescence光励起蛍光

OSLD; optically stimulated luminescence dosimeter光励起蛍光線量計

付-28



PA; pre-amplifier前置増幅器(プリアンプ)

PAGE; polyaclylamide gel electrophoresisポリアクリルアミドゲル電気泳動

PAS; photo acoustic spectroscopy光音響分光

PECVD; plasma enhanced chemical vapor depositionプラズマ化学蒸着

PET; positron emission tomography陽電子放出断層診断

PETT; positron emission transaxial tomography陽電子放出断層診断

PGA; prompt gamma analysis即発中性子分析

PHA; pulse height analyzer波高分析器

PIXE; particle induced X ray emission荷電粒子誘起X線分光

PMT; photo-multiplier tube光電子増倍管

PSD; pulse shape discrimination波形弁別(回路)

QMS; quadrupole mass spectrometer四重極子質量分析計

RAC; risetime to ampliωde converterライズタイム・波高変換器

阻 MPI;resonance enhanced multi photon ionization共鳴多光子イオン化

魁 IEED;reflection high energy electron di飴action反射高速電子線回折

RIA; radioimmunoassay放射免疫分析

RNAA; radiochemical n印刷activationanalysis放射化学的中性子放射化分析

ROI; region ofinterest対象領域

SANS; small angle neutron scattering小角中性子散乱

SCA; single channel analyzerシングルチャネル波高分析器

SEM; scanning electron microscope走査電子顕微鏡

SEXAFS; surface EXAFS表面EXAFS

SIMS; secondary ionization mωs spectrometry二次イオン質量分析・

SPEEDI; System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information緊急時

環境線量情報予測システム

SQUID; superconducting quan加minterference device超伝導量子干渉計

SSD; solid-state detector固体検出器

TGA; thermo・gravime甘icanalysis熱重量分析

TIMS; thermal ionization mass spectrometry熱イオン化(または表面電離)質量分

析

TLD; thermoluminescence dosimeter熱ルミネッセンス線量計

TOF; time-oι.flight飛行時間

XAFS; X ray absorption fine structure X線吸収微細構造

XANES; X ray absorption near-edge s加 C加reX線吸収端近傍構造

XMA; X ray microanalyzer X線マイクロアナライザー

XPS; X ray photo-electron spectroscopy X線光電子分光

XRD; X ray di倍actionX線回折

XRF; X ray fluorescence蛍光X線
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[一般用語等]

ADI; acceptable daily intake許容 1日摂取量

ALARA; as low as reasonably achievable国際放射線防護・委員会が 1977年勧告で

示した放射線防護の基本的考え方を示す概念

ADS; accelerator driven system加速器駆動システム(核変換のための)

BEAGLE 2003;南半球世界一周航海(海洋開発研究機構・みらい)

B.G.; background バックグランド

BOD; biochemical oxygen demand生物化学的酸素要求量

b.p.; boiling point沸点

BRIS; Bioavailability of Radionuclides in Soils (EU project) 

CEC; cation exchange capacity陽イオン交換容量

CF; concentration factor濃縮係数

CI; confidential interval信頼区間

CN; coordination number配位数

COD; chemical oxygen demand化学的酸素要求量

CRM; certi白edreference material標準物質

CRUD; Chalk River unidentified depositクラッド

CT司百官B'町T;

DF; de舵c∞O∞nt旬ami泊ina釧t“io∞nfi批a剖ct伽o町r除染係数
DL; detection Iimit検出限界

DU; depleted uranium劣化ウラン

EC; orbital electron cap加re軌道電子捕獲

EC50; 50% effect concentration半数影響濃度

EM貼 S;Environmental Modeling for Radiation Safety (IAEA州 ect)

ERICA; Environmental Risk合'QmIonizing Contaminants: Assessment and Management 

(EU-funded project) 

EU; enriched uranium 濃縮ウラン・

FASSET; Framework for Assessment ofEnvironmental Impact (EU-funded project) 

FIMA; fissions per initial metal atom重金属原子当たりの核分裂の割合

FP;白ssionproduct核分裂生成物

FT; Fourier transformフーリエ変換

FWHM;向11width at half maximum半値幅・

GPS; global positioning system全地球測位システム

GUT; grand unified theory大統一理論

HEPA; high efficiency particulate air filter超高性能エアフィルタ-

HLLW; high level liquid waste高レベル放射性液体廃棄物

HLW; high level waste高レベル放射性廃棄物・

HOMO; highest occupied molecular orbital最高被占分子軌道

HWHM; halfwidth at half maximum半値半幅

HV; high voltage高電圧

IASCC; irradiation assisted st問sscorrosion cracking照射誘起応力腐食割れ
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ICE; internal conversion electron内部転換電子

INES; intemational nucIear event scale国際原子力事象評価尺度

I.S.; isomer shift核異性体シフト

IT; Isomeric Transition核異性体転移

JIS; Japanese Industrial Standards日本工業規格

JENDL; Japanese Evaluated Nuclear Data Library評価済み核データライブラリー(日

本)

JOIS; JST Online Information System (財)科学技術振興機構のオンライン情報

システム

LC50; 50 % lethal concentration半致死濃度

LD50; lethal dose自白y半致死線量

LET; linear ene培ytransfer線エネルギー付与

LLW; low level waste低レベル放射性廃棄物

LOCA; loss of coolant accident冷却材喪失事故

LUMO; lowest unoccupied molecular orbital最低空分子軌道

MO; molecular orbital分子軌道

MOS; metal-oxide semiconductor金属酸化物半導体

MOS-FET; metal oxide semiconductor-field e偽cttransistor金属酸化物半導体.電界効

果トランジスター

MOX; mixed oxide混合酸化物(通常ウランとプルトニウムの混合酸化物)

m.p.; melting point融点

MTD; maximum tolerated dose最大耐用線量

Mu; muoniumミュオニウム

N.D.; not detected検出されず

NEET; nuclear excitation by electron transition電子選移による核励起

NIM; Nuclear Instrumentation Module systemニム規格

NOAEL; no observed adverse effect level無毒性量

NOEC; no observed effect concentration無影響濃度

NPT; The Treaty on the Non-Proliferation ofNuclear Weapons核兵器不拡散条約

OBT; organically bound tritium有機結合型トリチウム

OM; organic matter有機物

PEC; predicted environmental concentration予測環境中濃度

PENEC; predicted no effect concentration予測無影響濃度

Ps; positroniumポジトロニウム

PSA; probabilistic safety assessment確率論的安全評価

PT; partitioning-transmutation分離変換

PU阻止 plutonium uranium問coveryby extractionピューレックス法(使用済み核

燃料再処理法)

Q.S.; quardrupole sp1it四極子分裂(メスパウアースペクトルの)

阻止 relative biological e俄 ctiveness生物学的効果比

RO; reverse osmosis逆浸透

付-31



SCC; stress corrosion cracking応力腐食割れ

SF; spontaneous fission自発核分裂

SF; separation factor分離係数

SG; safeguard保障措置

SHE; superheavy elements超重元素

SI; Intemational System ofUnits国際単位系

SIN; signal/noise ratio信号/ノイズ比

SNAP; system for nuclear auxiliary power原子力利用補助電源

SOR; synchrotron orbital radiationシンクロトロン軌道放射光・

SRM; standard reference material比較標準物質

TBP; tributyl phosphateトリブチルリン酸

TF; transfer factor移行係数

TL; thermoluminescence光ルミネッセンス

TMI; Three Mile Islandスリ一マイル島

TRU; transuranium超ウラン元素

UV; ultra-violet (region)紫外光(領域)

Vis; visible (region)可視光(領域)

YAG; yittrium aluminium gamet YAG (レーザー)
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付録4 単位と記号

SI 国際単位系 (LeSystとmIntemational d'Unitとs)のこと.エスアイと読む. 1960年の国際

度量衡委員会 (CGPM)で採択され，世界共通の SIという略称を与えた. 1971年に，国

際標準化機構(ISO)規格への採用とその優先使用勧告により.世界各国に急速に普及

した.基本単位，補助単位，組立単位およびSI接頭語から成る.ただし補助単位は

1995年の国際度量衡委員会で廃止された.

SI基本単位 fundamental unit SIでは.m， kg， s， A， K， cd， molの7穏を基本単位として

いる(→付表 1).その他に補助単位 (2個)と組立単位(固有の名称をもつものは 19種)

がある.

SI組立単位 derived unit 基本単位同士あるいは基本単位と補助単位との積または商で示

した単位.例えば，速さを表わすmS-Iや物質の濃度を表わすmolm-3など.SIでは，実

用上の便宜のため.19種類の「固有の名称をもっ組立単位」を特別に与えている(→付表2).

SI接頭語 SI単位では，すべての量の閣の換算係数が 1となるように関連づけられる

が，実用上便利な大きさであるとはいえない.例えば，従来Ciで表わした値は.SIで

は3.7X 1010 Bqと大変大きな数になる.そこで，きわめて大きな量やきわめて小さな量

を表現するために採り入れられた. 106倍を表わすメガ (M)や 10-3倍を表わすミリ (m)

などである(→付表3).

SI単位 SI usit SIで用いる単位.

SIと併用してよい単位 (→付表4)

SI補助単位 supplementaryunit SIでは.基本単位と組立単位の他に，よく使われる

平面角 (radian，rad)と立体角 (steradian，sr)を次元のない補助単位として設けていたが，

1995年の国際度量衡委員会で廃止された.

キュリー curie (ci) 放射能の旧単位.現在はベクレル (Bq)を用いる.毎秒の壊変.

数が3.7X 1010個であるときの放射能を 1Ciという.SI単位との換算は 1Ci = 3.7 x 1010 

Bq. 1 gのラジウム(226Ra)の放射能はほぼ 1Ciである.

クーロン coulomb (C) 電気量の SI単位. 1 C= 1 As. 

グレイ gray (Gy) 放射線・の吸収線量.の SI単位. I kg当り IJのエネルギーが物質に

与えられるときの吸収線量を 1Gyとする.旧単位ラド (rad)とは 1rad = 10-2 Gyの関

係にある.
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原子質量単位 atomic mass unit (u) 原子.や素粒子.の質量を表わす単位の一つ. 12Cの

原子 l個の質量の 1/12に相当する.すなわち， 1.6605402 x 10-27 kgに等しい.また，核

物理学では粒子の質量をエネルギーで表わすことが多く， 1 u = 931.49432(28) MeVの

関係にある.

原子単位 atomicunit 電子の静止質量 (m..)，電子の電荷の絶対値 (e)およびプラン

ク定数・(h)の112π倍である hを基本単位としてつくられる質量，長さ，時間などの各

種単位(→付表5).量子力学計算に便利で，波動関数の計算に広く使われる.

シーベルト sieve此 (Sv) 電離放射線.の生物への効果を考慮した吸収線量¥いわゆる

線量当量・(H)または等価線量.の SI単位.X線.と Y線.については，グレイ (gray)

に等しい (1Sv= 1 Jkgつ.旧単位レムとの関係は 1rem = 10-2 Sv. 

ジュール joule(J) エネルギーの SI組立単位.J = Nm = m2 kg S-2 = CV =Pa m3
• 

マッヘ mache 空気や温泉水などに含まれるラドン CZ22Rn)やトロン・ (22、n)の濃度を
表わす単位. 1マッへは 13.3Bq L-1のラドンあるいは 11.7Bq L-1のトロン.に相当する.

ラド rad 電離放射線.の吸収線量・の旧単位.現在では，SI単位のグレイ(Gy)を用いる.

1 rad = 10-2 Gy. 

レム rem (rentgen・equivalent-man) 生物への効果を考慮した電離放射線.の吸収線量.

の旧単位.現在では， SI単位のシーベルト (Sv)を用いる. lOOrem= 1 Sv. 

レントゲン 問 ntgen(R) 放射線.の空間線量の旧単位.現在では， SI単位を組み合わせ

て用い， 1 R = 2.580 X 10-4 C kg-Iである.1 mCiの6OCO線源から 1mの距離の空間線量

率は毎時約0.85mRである.

[記号l
cpm 計数率countper minuteの略.放射線検出器.で放射能を測定したときの毎分当た

りの計数値につける記号.

cps 計数率countper secondの略.放射線検出器で放射能を測定したときの毎秒当た

りの計数値につける記号.

dpm 境変率disintegrationper minuteの略.毎分当たり放射性核種.が壊変.する絶対的計

数値につける記号.

dps 壊変率disintegrationper secondの略.毎秒当たり放射性核種・が壊変・する絶対的計

数値につける記号.ベクレルに等しい.
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付表1 SI基本単位

量 名称 記号 定 義

長さ メートルは， 1秒の 1/299792458の時聞に光が真空

(length) 
metre ロ1

中老伝わる行程の長さ.

質量
kilogram kg キログラムは，国際キログラム原器の質量に等しい.

(m錨 s)

時間
秒は， 133Csの原子の基底状態の二つの超微細準位

(time) 
second s の間の遷移に対応する放射の9192631770周期の継

続時間.

アンペアは，真空中に 1mの間隔で平行に置く無

電涜
A 
限に小さい円形断面積をもっ無限に長い2本の直

(electric current) 
副npere

線状導体のそれぞれを流れ，これらの導体の長さ

1mごとに2X 10-7 Nの力を及ぼし合う不変の電涜.

熱力学温度

(血ermodynamic kelvin K ケルビンは，水の三重点の熱力学温度の 1/273.16.

temperature) 

物質量 モルは， 0.012 kgの 12Cの中に存在する原子の数と

(amountof mole mol 等しい数の要素粒子または要素粒子の集合体. (要

substance) 素粒子とは，原子，分子，イオン，電子などのこと)

光度 カンデラは，周波数540X 1012 Hzの単色放射を放出

(luminous candela cd し.所定の方向におけるその放射強度が l必83W sr-I 

intensity) である光源の，その方向における光度.
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付表2 固有の名称をもっ 51組立単位

量 単位の名称 単位記号
他のSI単位 基本単位

による表し方 による表し方

周波数

(合equency)
hertz Hz S-1 

力

(force) 
newton N m kg S-2 

圧力，応力

(press町e，stress) 
pascal Pa Nm-2 m-1 kg S-2 

エネルギ ，仕事.熱量
joule 

(energy， work， heat) 
J Nm m2 kg S-2 

工率，放射束

(poweζradiant ftux) 
watt w J S-1 m2 kg S-3 

電荷

(electric charge) 
coulomb C As 

電圧，電位

(electric potential) 
volt V JC

1 m2 kg S-3 A-1 

電気抵抗

(electric resistance) 
ohm Q VA-1 m2 kg S-3 A-2 

コンダクタンス

(elec甘icconductance) 
slemens s .0-1 m-2kgーは3A2 

静電容量

(elec甘iccapacitance) 
白rad F Cy-1 m-2 kg-1 S4 A2 

磁束密度

(magnetic ftux density) 
tesla T Vsm-2 kg S-2 A-1 

磁束

(magnetic ftux) 
weber wb Vs m2 kg S-2 A-1 

インダクタンス

(induc伽 ce)
henry H VA-1 S m2 kg S-2 A-2 

セルシウス温度 。
C

CCelsius temperature) 
K 

光束

(luminous ftux) 
lumen 1m cd sr 

照度

(illuminance) 
lux lx cd sr m-2 

放射能
becquerel 

(radioactivity ) 
Bq S-1 

吸収線量

(adsorbed dose) 
gray Gy J kg-1 m25-2 

線量当母

(dose equivalent) 
Slevert Sv J kg-1 m2 S-2 
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付表3 51鍍頭語

単位に乗ぜ
名称 記号

単位に乗ぜ
名称 記号

られる倍数 られる倍数

10-1 desi d 10 deca da 

10-2 cenh c 10
2 

hecto h 

10-3 milli 町1 10
3 

kilo k 

10-6 町llcro μ 10
6 

mega M 

10-9 nano n 10
9 

glga G 

10-12 plCO p 10
12 

tera T 

10-15 femto f 10
15 

peta P 

10-18 atto a 10
18 

exa E 

10-21 zepto z 10
21 

zetta Z 

10-24 yocto y 10
24 

yotta Y 
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付表4 81と併用してよい単位

量 単位の名称 記号 定義

時間
分 (minute) 町11n 1 min=60 s 

(time) 
時 (hour) h 1 h=60 min 

日 (day) d 1 d = 24 h 

平面角
度 (degree) 。

10= (π1180)rad 

(plane angle) 
分 (minute) l' = (1160)。
秒 (second) " 1"一(1160)'

体積 リットル

(volume) (litre) 
L，l I L= 1 dm3 

質量 トン

(mぉs) (tonne) 
1 t = 103 kg 

長さ オングストローム

(length) (angstrom) 
A 1 A = 10-10 m 

圧力 パール

(pressure) (bar) 
bar ) bar = 105 Pa 

面積 ノtーン

(area) (bam) 
b 1 b = 10-28 m2 

エネルギ 電子ボルト

(energy) (electronvolt) 
eV 1 eV == 1.60218 x 10-19 J 

質量 統一原子質量単位

(m出s) Cunified atomic mass unit) 
u 1 u == 1.6605655 x 10-27 kg 
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付表5 原子単位

最 名称 記号 定 義

質量

Cmぉs)
electron rest mass m .. m.. "" 9.109 x 10-31 kg 

電荷

Ccharge) 
elementary charge e e"" 1.6022 x 10-19 C 

作用

Caction) 
Planck constant/21t h h =h/2π"" 1.0546 X 10-34 J s 

長さ

(Iength) 
bohr α。 4π'8(l h]/m..e] "" 5.2918 x 10-11 m 

エネルギー

Cenergy) 
hartree Eh h ]/m~/ "" 4.359 x 10-18 J 

時間

Ctime) 
au oftime h/E" "" 2.4189 X 10-17 s 

速さ

Cvelocity) 
au of velocity αrs/n "" 2.1877 X 106 m S-I 

力

Cforce) 
au offorce E〆ao "" 8.2389 x 10-8 N 

運動量

Cmomentum) 
au of momentum n/ao "" 1. 9929 X 10-24 N s 

電流

Celectric current) 
au of current eEJ/h "" 6.6236 x 10-3 A 

電場

Celectric自eld)
au of electric field E〆ea(l "" 5.1422 X 1011 V m-I 

電気双極子モ メント au of electric dipole 

Celectric dipole moment) 町loment
ea(l "" 8.4784 X 10-30 C m 

磁気束密度 au of magnetic flux 

Cmagnetic flux density) density 
h/ea(l "" 2.3505 x 10s T 

磁気双極子モ メント au of magnetic 

Cmagnetic dipole moment) dipole moment 
en/m .. = 2}1臼""1.8548 X 10-23 J rl 
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